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(3) また，アリールアルミニウム化合物の酸化的変換では， 51VNMR を用いて低温下での反応の追跡を行ってお
り，反応中間体を推定している o





(6) 二置換のジルコニウム化合物のオキソパナジウム (V) による酸化的変換では， ジルコニウム上の二つの置換
基のクロスカップリング反応が起こることを見出している。
(7) 有機リチウムやマグネシウム化合物とオキソパナジウム (V) との反応では，効率的な酸化的ホモカップリン
グ反応が進行し，合成化学的に利用可能な二量化法を開発している o
(8) 有機リチウム化合物との反応では， 51VNMR を用いた反応中間体の研究も行っており，本反応がトランスぷ
タル化を経て進行することを明らかにしている。
以上のように，本論文では有機金属化合物を金属酸化剤でー電子酸化するという概念を用いることで，新しいタイ
プの反応(金属上の二つの有機基の高選択的なカップリング)を見出しており高く評価できる o さらに， この反応が
種々の有機金属化合物に適用できることを示している。これら成果は，遷移金属の酸化能力を利用した反応に関して，
新しい知見を与えるとともに， この概念の有用性を示すものである o よって本論文は博士論文として価値あるものと
認める o
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